
令和５年度 出雲市立荘原小学校だより 11 月号の２ 2023/11/15 

 

明日をつくる 
 

   

開校 150周年記念式典・記念シンポジウム 

 

 出雲市副市長 伊藤 功様、出雲市教育委員会教育長 杉谷 学様、出雲市議会議員 福島 孝雄

様をはじめ来賓の皆様にご出席を賜り式典を開催できました。また、教育長様から、長きにわたり荘原の

教育に寄与された「荘原地区子どもの安全を守る会」「お話チューリップの会（読み聞かせ）」の二団体に

感謝状が渡されました。6年生児童は、荘原小の歴史を学んだことやスローガン「ひまわりのような笑顔

あふれる荘原小 未来へバトンをつなげよう！」に向けて取り組んだこと、未来への希望など気持ちの

こもったメッセージを伝えました。また、島根県立大学短期大学部長 梶谷朱美教授に作っていただい

た「ひかわっはっはー」のダンスを披露し会場の皆さんに元気をとどけました。 

記念シンポジウムはテーマ「夢に向かう強さが明日を変えるチカラ～自分の未来を自分でつかむため

に～」とし、宍道香穂さん（新聞社編集局員）にコーディネーターをお願いしました。パネラーは福島克

博さん（野菜農家）田村穂隆さん（歌人）原綾海さん（カヌースプリント選手）です。「やりたいこと、

夢中になりたいことをどうしたら見つけられるのか」「地元を拠点にしているのはなぜか」などお話を聞

きました。「興味を持ったことにチャレンジしてほしい。今しかできないことをやり続けてほしい。なん

でも体験してみて。自分で自分のことを考えてほしい。一度、外から島根を見つめると、島根の良さが分

かる。出雲のすばらしさは内側にいると見えないこともある。」など、未来に向かって諦めないことの大

切さ、一つのことをやり続けるチカラ、ふるさとを愛する心を教えてもらいました。12 月中旬以降に荘

原地区の皆様に式典などのインターネット配信についてご連絡をいたします。実行委員会の皆様、企画・

準備・運営をありがとうございました。心より感謝申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 訓

・努力をする子ども（意）

・よく考える子ども（知）

・からだを鍛える子ども（体）

・仲よくする子ども（情）

来賓の皆様、児童・教職員、自治会長の方・保護者の方などの参

加で式典を開催しました。リモートで参加する学級もありました。 
実行委員長あいさつ 高橋義孝様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来賓あいさつ出雲市副市長 伊藤 功様 

教育長 杉谷 学様より 

感謝状贈呈 

（子どもの安全を守る会 

代表 富田國夫様） 

（お話チューリップの会 

代表 小松原由子様） 

校長 あいさつ 
6年生児童のメッセージ 

ダンス「ひかわっはっはー」の披露 

児童は、荘原小の歴史を調べて、その伝統や誇りに思ったことを紹介したり、それを受け継いで、

未来の学校をつくっていきたいというメッセージを発表したりしました。また、「荘原地区子どもの

安全を守る会」「荘原お話チューリップの会（読み聞かせ）」の皆様に感謝の気持ちを伝えました。ダン

スは狭い間隔で踊るために、少し動きが小さくなりましたが、児童の笑顔や手拍子で、会場が心温

まりました。 

 



 

夢に向かう強さが明日を変えるチカラ ～自分の未来を自分でつかむために～ 

□ パネラー  福島克博さん（野菜農家）Ｈ７年度卒業生 

田村穂隆さん（歌人）Ｈ２０年度卒業生 

原綾海さん（カヌースプリント選手）Ｈ21年度卒業生 
□ コーディネーター  宍道香穂さん（新聞社編集局員）荘原地区出身   

 

 

 

 

 

 

校長 あいさつ（概要） 

本日、出雲市立荘原小学校開校１５０周年記念式典を、出雲市副市長 伊藤功様、出雲市教育委員会 

教育長 杉谷学様、出雲市議会 議員 福島孝雄様をはじめ、多くのご来賓の皆様にご臨席を賜り、挙

行できますこと たいへんありがたく存じます。また、荘原小学校開校１５０周年記念事業実行委員長 

高橋義孝様をはじめとする実行委員の皆様には、昨年度より企画・・準備、そして本日の運営など本当に

お世話になりました。教職員を代表して深く感謝を申しあげます。ありがとうございます。さて、本校

は明治６年５月６日西念寺で開校し二宮尊徳の・「至誠報徳」を理念として家庭・・地域と協働しながら荘

原の教育に力を注ぎ、多くの卒業生を輩出してきました。昭和５１年には新校舎の竣工式と開校１００

周記念式典がありました。その時の６年生が・「私たちは希望や夢を抱く花咲く樹です。その花を立派に

咲かせる努力をします。」と力強い作文を書いており、その伝統は脈絡と引き継がれています。尊徳の有

名な言葉に・「あなたの命はあなた一人のものではない。幾世代にもわたり、続いてきたからこそ、あな

たの命がある。自分を愛し、他者を大事にできる生き方をすることを決して忘れてはならない。」とあり

ます。この言葉のように子どもたちは家庭で愛されて育ち、地域の皆様に導かれながら感謝の気持ちを

もって成長しています。 

 今年度、子どもたちが創ったテーマは・「ひまわりのような笑顔あふれる荘原小 未来にバトンをつな

げよう」。スペシャルな１年にしようと、平成１５年度斐川町教育委員会が制作した歌・「ひかわっはっは

ー」をテーマ曲にし、本校の卒業生である島根県立大学短期大学部長 梶谷朱美教授にダンスを創って

いただきました。それを開校１５０周年記念大運動会で披露でき、家庭や地域の皆さんと手をつなぎ、

マスクを外して笑顔で踊り、心と心がつながりました。運動会で子どもたちが伝えたメッセージは・「個

性と団結、絆、勇気」。それには個性を尊重し、誰も置き去りにしない学校を創りたいという願いがあり

ます。荘原小での学びを未来につなげ、校歌にある明日の世界をつくる、という花咲く樹として一人一

人が伸びていくことを心から願っています。 

結びにあたり、これからもふるさと荘原で、家庭・・地域の皆様と力を結集し、学校文化のさらなる創

造に努めていくことをお伝えし挨拶とさせていただきます。 

 

記念シンポジウム 



テーマ１ やりたいこと、夢中になりたいことをどうしたら見つけることができるか？ 

（以下、発言の概略） 

福島さん：中学生の時に人の役に立ちたいと思っていたので、自分から海外青年協力隊の資料を取り寄せた。

実際に大学卒業後に協力隊員として参加した。何でもやってみることが大事。失敗を恐れないこと 

田村さん：夢を口に出さなくてもいい。周りの目を気にしないで自分が行動することが大切。Ｊポップが好き

だったことがきっかけで、歌詞に興味がわき、短歌に出会えた。自分が、何が好きかを認識し、自分の心と

対話することが大事。いくらでも好きなものが周りにあるのではないか。中学生の時に短歌をつくる課題が

あり、その時の短歌が選ばれて嬉しかった経験が短歌を始めるきっかけでもある。普段、やらされている宿

題の中にも、ひょっとすると自分の好きなことにつながることもあるから、何でもやってみてほしい。 

原さん：高校進学の時に「カヌーをやってみないか」と誘われたことがきっかけだ。カヌーを全く知らなかっ

たけれど、高校の先輩のレベルの高い練習に必死についていった。小さい目標を立てて達成すると嬉しくな

り、それが自信になった。インターハイで優勝し、世界大会に出ることもできた。自分が好きなことを見つ

けてほしい。 

宍道さん：皆さんは一度県外や海外での生活を経験している。私も外国に留学して世界の広さを実感し、視野

を広げることができた。また、皆さんの目標に向かってがんばり続ける姿は周囲の人へ良い影響をあたえて

いる。周りの人に力を与えている。 

テーマ２ 地元を拠点に選んだ理由は何か？ 

福島さん：故郷の両親や知り合いなど人脈もあり農家の仕事をする環境が整っているので、迷いはなかった。家族 

 の理解があったから、東京から斐川へもどった。 

田村さん：東京に出た方が短歌を作り、発表するチャンスが多いと分かっている。しかし、島根でも短歌を通

して知り合いが広がり始めたことから、東京に負けないという気持ちで創作している。地元でがんばる姿を

見てもらって短歌の認知度を上げていきたい。 

原さん：東京オリンピックに出ることができなかったことに落ち込んだが、カヌーの原点を思い出し、神戸川

に練習拠点を移した。地元では応援してくれる方や家族がいる。練習を積み、高みを目指したい。活躍する

ことで島根県のカヌーを盛り上げたい。 

テーマ３ 漢字一文字に表すと？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校歌にある「我」。我を通す

ときも必要だ。しかし自分に

力がないといけない。認めて 

もらえるほどの「我」が必要

だ。（福島さん） 

自分が何者かを突き詰めるこ

と。何でも体験し自分で自分

のことを考えてほしい。自分

を問い直して考え続けたい。

（田村さん） 

今しかできないことをたくさんや

ってほしい。やるかやらないか。

明日からでもいい。後悔しないよ

うにいろんなことにチャレンジし

てほしい。（原さん） 

やってみないと何も分からな

い。考え過ぎて動けなくなる

前に、行動してみてほしい。

一度外から島根を見直すこと

も大事だ。（宍道さん） 

☞日々の様子については、荘原小学校Ｈｐ・ブログをご覧ください。 

 


